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　コロナ禍の影響で 2020 年度はほとんどの大学でオンライン授業が行われた．オンライン会議システムを活用した

同期型の授業，講義ビデオや資料を配信する形の非同期型の授業など，オンライン授業の実施形態はさまざまであっ

た．そのような中で「ハイフレックス授業」が注目されている．

　ハイフレックス授業は，各回の授業に対面で教室に参加するか，同期型オンラインで参加するか，または非同期型

オンラインで参加するかを学生が選択できる授業である．オンラインと対面のハイブリッドで，授業への参加形態が

フレキシブルなことから，ハイフレックスと呼ばれている．単に利便性の向上と言うことだけではなく，各回の授業

にどのモードで参加するのが自分の学びにとってベストかを，学生が主体的に判断して授業に参加するという側面も

あるようだ．

　帝京大学宇都宮キャンパスでは，4 月からオンライン授業を開講し，緊急事態解除後の 6 月からは一部で対面授業

も開始した．そこで，このタイミングで，私が担当していた情報リテラシーの授業ではオンラインに加えて教室へ

の出席も認めることとした．この授業は教材の掲載や小テスト，課題提出などで従来から LMS（学習管理システム）

を活用していたので， LMS のオンライン会議機能を使うことで同期型のオンライン授業を比較的容易に実施できた．

オンライン授業では，学生側のネットワーク環境も考慮して，授業中の説明はすべて収録して後から視聴できるよう

にし，LMS の掲示板やメールで質疑応答も受け付けていたので，非同期型での学習も可能であった．6 月からはそこ

に対面参加の選択肢も加わり，ハイフレックス授業となった．

　この授業は 92 名の履修者に対して教員 2 名が担当し，教室へは 10 名〜 18 名程度が参加した．学生にも好評で，

アンケートに「対面授業とオンライン授業とが選択できる点，いずれにしても授業の質に差異がなかった点がとても

よかった」と記述した学生もいた．また，「今日は提出した課題へのコメントを直接聞きたいので教室に来た」と主

体的に参加形態を選んでいると思われる学生も見受けられた．

　学生にとって参加形態がフレキシブルなハイフレックス授業であるが，教員が授業日に出張などで都合が悪くなっ

た場合に，「今週は非同期型だけになります」などとして，教員にとってもフレキシブルな運用ができると，教員も

学生も Happy になれそうだ．ハイフレックス授業はコロナ禍の「正の遺産」となるのではないだろうか．
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